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埼経協ニュース426号

初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
改
め
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
一
昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
を
受
け
1
月
に
2
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
個
人
消
費
を
中
心
に
内
需
が
落

ち
込
み
、
第
1
四
半
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
第
2
四
半
期
は
、
大
都
市
圏
を

中
心
に
3
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
の
一
服

と
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
に
伴
い
需

要
が
持
ち
直
し
た

こ
と
に
よ
り
、
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
プ
ラ

ス
に
転
じ
ま
し
た
。

第
3
四
半
期
は
、

東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

1
年
遅
れ
で
開
催

さ
れ
た
も
の
の
、

緊
急
事
態
宣
言
区

域
の
拡
大
に
よ
る
個
人
消
費
の
落
込
み

と
自
動
車
の
減
産
に
伴
う
輸
出
の
伸
び

悩
み
に
よ
り
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
再
び
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

直
近
の
第
4
四
半
期
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
た

こ
と
か
ら
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
11
月
下
旬
に
新
た
な
変
異
株

が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
活
動

の
停
滞
を
再
び
警
戒
す
る
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

因
み
に
、
今
後
の
企
業
経
営
に
お
け

る
留
意
点
と
し
て
は
、
極
端
な
脱
炭
素

対
策
の
影
響
に
よ
る
資
源
価
格
高
騰
長

期
化
等
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
販
売
価

格
へ
の
転
嫁
が
早
期
に
進
ま
な
い
場
合

の
企
業
収
益
へ
の
負
の
影
響
が
上
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

他
方
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
コ
ロ
ナ
禍

で
続
く
中
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
舞

台
に
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
す
る
2

人
の
日
本
人
の
歴
史
的
な
快
挙
は
、
私

た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

改
め
て
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
人
初
の
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
男
子
ゴ
ル
フ

の
松
山
英
樹
選
手
と
、
二
刀
流
旋
風
に

よ
り
満
票
で
ア
・
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲

得
し
た
米
大
リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の

大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
分
野
に
お

き
ま
し
て
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
上
席

研
究
員
の
真
鍋
淑
郎
氏
に
よ
る
地
球
温

暖
化
を
予
測
す
る
気
候
モ
デ
ル
開
発
の

偉
業
に
対
し
、
気
象
研
究
の
分
野
で
初

め
て
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

と
き
に
、
先
日
読
ん
だ
本
に
、
日
本

の
近
現
代
史
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ン
ト
と

な
っ
た
1
8
6
8
年
の
明
治
維
新
の
77

年
後
が
第
2
次
世
界
大
戦
敗
戦
の
年
と

な
っ
た
1
9
4
5
年
。
そ
の
77
年
後
が

2
0
2
2
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
明
治
維
新
や
第
2
次
世
界
大
戦
敗
戦

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
変
化
が
経
済
や
社

会
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
こ
の
記
述
の

真
偽
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
今

年
も
難
し
い
問
題
が
様
々
起
き
る
年
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
昨
年
イ
ギ
リ

ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
で
は
、
気
温
上
昇
に
伴
い
気
候
変

動
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
的
・
経
済

的
・
環
境
的
な
脅
威
と
な
る
こ
と
か
ら
、

温
暖
化
ガ
ス
排
出
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
の
技
術
開
発
や

導
入
・
普
及
・
促
進
の
加
速
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
22
年

末
ま
で
に
30
年
の
削
減
目
標
を
再
検
討

し
、
強
化
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
パ
リ
協
定
が
目
標
段
階

か
ら
実
行
段
階
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
合
意
内
容
に
対

し
、
世
界
人
口
の
約
4
分
の
1
に
及
ぶ
、

環
境
問
題
を
自
分
た
ち
の
将
来
に
関
わ

る
大
き
な
課
題
と
捉
え
る
Ｚ
世
代
は
不

満
を
露
わ
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世

代
別
に
気
候
変
動
の
与
え
る
影
響
を
分

析
し
た
欧
州
の
国
際
研
究
チ
ー
ム
は
、

気
候
変
動
の
影
響
が
将
来
に
渡
り
大
き

く
な
る
こ
と
が
科
学
的
に
明
白
に
な
っ

た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今
後
は
温
暖

化
対
策
を
巡
る
対
立
が
一
層
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
因
み
に
、
昨

年
後
半
の
原
油
価
格
高
騰
時
に
お
け
る

消
費
国
の
石
油
備
蓄
放
出
は
そ
の
実
例

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
温
暖
化
対
策
を
巡
る
問
題
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
私
は
東
京
2
0
2

0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
同
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ

ぼ
無
観
客
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

勝
敗
を
超
え
互
い
を
尊
重
す
る
ア
ス
リ

ー
ト
の
姿
は
世
界
に
共
感
の
輪
を
拡
げ

ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
代
表
選
考
が
予
定
通
り
に
進
ま
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
戸
惑
い
や
、
大
会
中

も
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
ら
競
技
に
出
場

で
き
な
く
な
る
不
安
等
を
乗
り
越
え
て
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
ら
れ
る
だ
け
で
幸
せ
」
と
実
感
で

き
た
こ
と
が
普
段
と
異
な
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
姿
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

翻
り
ま
し
て
温
暖
化
対
策
を
巡
る
問
題

に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
ア
ス
リ

ー
ト
の
姿
を
参
考
に
し
て
、「
地
球
で

住
み
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
だ
け
で
幸

せ
」
と
思
っ
て
取
組
む
こ
と
が
重
要
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
昨
年
に
引
続
き
セ
ミ
ナ
ー
や
各

種
委
員
会
等
の
活
動
の
充
実
に
取
組
み
、

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
機
能
・
役
割

を
充
実
さ
せ
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で

も
お
役
に
立
つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
以
上
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十
一
月
十
日
㈬
、
十
四
時
四
十
分
よ

り
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィPREM

IUM

大
宮
・
大
ホ
ー
ル
及
び
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
方
式
に
て

理
事
会
・
幹
事
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
上
期
の
事
業
報
告
、
収

支
報
告
な
ら
び
に
役
員
等
賠
償
責
任
保

険
契
約
に
関
す
る
規
律
新
設
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
三
議
案
を
原
敏
成
会
長
が

議
長
と
な
り
、
事
務
局
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
と

も
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

当
日
は
、
会
場
に
は
十
三
名
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
は
十
名
の
理
事
が
出
席
、
監
事
二

名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
十
名
が
出
席
し
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
議
事
が
進

行
し
た
。

【
議
案
】

一
、
令
和
三
年
度
上
半
期
事
業
報
告

二
、
令
和
三
年
度
上
半
期
収
支
報
告

三
、
令
和
元
年
改
正
会
社
法
施
行
に
伴

う
役
員
等
賠
償
責
任
保
険
契
約
に

関
す
る
規
律
新
設
へ
の
対
応
に
つ

い
て

な
お
、
理
事
会
・
幹
事
会
終
了
後
、

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際
学

研
究
院
教
授
の
篠
田
英
朗
氏
よ
り
、『
憲

法
学
の
病
〜
問
題
は
憲
法
じ
ゃ
な
い
、

憲
法
学
者
だ
！
』
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

篠
田
英
朗
（
し
の
だ
ひ
で
あ
き
）
氏

◇
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際

学
研
究
院

現
職

◇
ロ
ン
ド
ン
大
学
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）Ph.D

（
国
際
関
係
学
）

◇
主
要
著
書
�
『
平
和
構
想
と
法
の
支

配
』（
大
佛
次
郎
論
壇
賞
）。『「
国
家

主
権
」
と
い
う
思
想
』（
サ
ン
ト
リ

ー
学
芸
賞
）、『
集
団
的
自
衛
権
の
思

想
史
』（
読
売
・
吉
野
作
造
賞
）、『
ほ

ん
と
う
の
憲
法
』
ほ
か
多
数

《
講
演
概
要
》

■
ポ
ツ
ダ
ム
プ
ロ
セ
ス

一
九
四
五
年
、
日
本
国
軍
隊
の
無
条

件
降
伏
と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

し
た
日
本
は
、
そ
の
後
、
こ
の
宣
言
を

受
諾
し
た
事
実
か
ら
発
生
す
る
一
連
の

義
務
を
履
行
し
た
。
日
本
国
憲
法
の
制

定
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
で
あ
る
。

■
憲
法
の
一
大
原
理
と
は

憲
法
に
は
三
大
原
理
が
あ
る
。
誰
も

が
小
学
校
で
習
っ
た
内
容
だ
。
し
か
し
、

実
は
、
憲
法
に
三
大
原
理
の
明
確
な
規

定
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
起

草
の
英
文
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
。
む

し
ろ
、
憲
法
前
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る

の
は
「a

universal
principle

of
m
ankind

」
と
い
う
「
た
だ
一
つ
の
人

類
普
遍
の
原
理
」
な
の
で
あ
る
。
で
は
、

こ
の
原
理
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
国
政

は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も

の
」
と
い
う
部
分
だ
。
つ
ま
り
、
憲
法

は
英
米
思
想
に
伝
統
的
な
社
会
契
約
論

を
人
類
普
遍
の
原
理
と
み
な
す
考
え
方

を
根
本
に
持
っ
て
い
る
。

■
リ
ン
カ
ー
ン
演
説
の
引
用
？

さ
ら
に
、
こ
の
原
理
の
説
明
が
そ
の

後
の
文
に
続
く
。「
そ
の
権
威
は
国
民

に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表

者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国

民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
」
こ
れ
は
、
か

の
有
名
な
リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ

ー
グ
演
説
の
一
節
「
人
民
の
人
民
に
よ

る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
そ
の
も
の
で

あ
る
。
憲
法
に
は
、
他
に
も
大
西
洋
憲

章
や
合
衆
国
憲
法
か
ら
の
引
用
も
見
受

け
ら
れ
る
。

■
国
際
法
遵
守
と
し
て
の
9
条

戦
争
の
放
棄
を
謳
っ
た
憲
法
9
条
1

項
は
、
日
本
が
国
際
法
で
禁
止
さ
れ
た

戦
争
の
放
棄
を
国
内
憲
法
で
も
確
認
す

る
た
め
の
条
項
だ
。
英
文
を
見
る
と
、

不
戦
条
約
や
国
連
憲
章
の
言
い
回
し
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
国
際
法
で
認
め
ら

れ
て
い
る
自
衛
権
を
禁
止
す
る
趣
旨
は
、

そ
の
文
言
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。

続
く
9
条
2
項
は
「
戦
力
と
し
て
の

陸
海
空
軍
」
の
不
保
持
を
謳
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
戦
力
と
は
「
戦
争
潜
在

力
」
で
あ
り
、
自
衛
権
行
使
と
し
て
の

自
衛
隊
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

■
国
際
法
に
沿
っ
た
解
釈
を

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
は
、

本
来
、
国
際
法
を
遵
守
す
る
理
論
を
持

っ
て
お
り
、
国
際
法
の
枠
組
み
を
参
照

し
て
理
解
す
る
の
が
正
し
い
。
憲
法
優

位
説
や
「
国
際
法
を
参
照
す
る
憲
法
解

釈
は
誤
り
だ
」
と
い
う
憲
法
学
者
の
主

張
が
的
外
れ
な
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
未
来
は
、
国
際
法
を
遵
守
し

よ
う
と
す
る
憲
法
を
素
直
に
理
解
し
て

運
用
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
切
り
開
か
れ

て
い
く
は
ず
だ
。
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催
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Ｇ
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携
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Ｓ
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Ｇ
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Ｇ
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援
セ
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」
七
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第
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回
ト
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セ
ミ
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経
営
」

�
原
会
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杯
争
奪
―
青
年
部
共
催
―

「
会
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親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」

八

�「
科
学
の
甲
子
園
」
埼
玉
大
会

�「
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
全
国
大
会
九

�
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・オ
ン
デ
マ
ン
ド
」

�
青
年
経
営
者
部
会
十
一
月
例
会

「
内
藤
環
境
管
理
視
察
」

十

�「
謹
賀
新
年
」
紙
上
名
刺
交
換
会十

一

�
埼
玉
大
学
「
出
会
い
の
広
場
」
十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
十
五

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
六

�「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
」

�
低
成
長
時
代
の
「
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
」

十
七

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

令
和
三
年
度
上
期
事
業
報
告
・

収
支
報
告
等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
令
和
三
年
度
第
二
回
理
事
会
・
幹
事
会
を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
〜

開会挨拶をする
原敏成本会会長

ハイブリッド方式による議事の様子

ZOOMでの講演「憲法学の病」
篠田英朗東京外国語大学大学院
総合国際研究院教授
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第
三
一
回
「
採
用
・
就
職
担
当
者
の
た
め
の
産
学
交
流
会
」
を
開
催

―
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
交
流
ツ
ー
ル
を
利
用
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
―

現
在
、
各
企
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

様
々
な
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
組
織
全
体
で
取
組
む
際
に
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

十
月
二
八
日
㈭
、
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
桝
田
綾
子
氏
（
一
般
社
団
法
人
イ
マ

コ
コ
ラ
ボ

マ
ス
タ
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
を
理
解
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
二
四
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
】

■
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
2
0
3
0
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
現
在
か
ら
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
道
の
り

を
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
者
は
チ
ー

ム
ご
と
に
、
与
え
ら
れ
た
お
金
と
時
間
を
使

っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
す
。
世
界
に
は
様
々
な
価
値
観
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ゲ
ー
ム
に
も
「
お
金
」「
時

間
」「
貧
困
解
消
」「
環
境
保
全
」
な
ど
複
数

の
ゴ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

ご
と
に
ゴ
ー
ル
が
異
な
る
た
め
、
他
チ
ー
ム

と
の
交
渉
場
面
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
と「
経
済
」

「
環
境
」「
社
会
」
か
ら
な
る
世
界
の
状
況

メ
ー
タ
ー
が
刻
々
と
変
わ
り
、
世
界
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
が
分
か
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
国
の
ゴ
ー
ル
を
達
成

す
る
前
に
、
他
国
に
目
を
向
け
る
の
は
難
し

い
」「
余
裕
が
で
き
て
初
め
て
世
界
の
状
況

メ
ー
タ
ー
が
確
認
で
き
た
」「
い
ろ
い
ろ
な

価
値
観
が
あ
り
、
対
話
が
大
事
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
？

世
界
に
は
、
流
れ
が
見
え
づ
ら
い
課
題
が

存
在
し
ま
す
。
先
進
国
で
消
費
さ
れ
て
い
る

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
森
林

伐
採
を
助
長
す
る
こ
と
。
途
上
国
で
貧
困
の

た
め
通
学
で
き
な
い
子
ど
も
が
、
実
は
先
進

国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
違
法
な

児
童
労
働
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。
わ
か

ら
な
け
れ
ば
、
流
れ
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
実

態
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

■
課
題
は
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
ゴ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
一
つ

の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
ず
る
ず
る
と

他
の
課
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
わ
か

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
全
て
の
課
題
に
同

時
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
な
の
で
す
。

■
「
私
」
も
起
点
と
し
て
で
き
る
こ
と

「
世
界
の
実
態
を
知
る
・
知
ら
せ
る
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
選

ん
で
買
う
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
を
行
う
」「
活

動
に
対
し
て
お
金
や
時
間
を
渡
す
」
な
ど
十

回
に
一
回
で
よ
い
か
ら
出
来
る
こ
と
を
す
る

と
、
少
し
ず
つ
世
界
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
は
急
激
に
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
ム
し
始
め
て
い
る

環
境
や
社
会
に
配
慮
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
活
動

が「
新
し
い
前
提
」に
な
り
ま
す
。
中
長
期
・

超
長
期
的
な
影
響
を
視
野
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
は
、
各
企
業
の
取

組
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
商
品

開
発
後
の
市
場
開
拓
が
課
題
」「
社
員
向
け

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
解
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

る
」「
取
組
を
模
索
中
」
な
ど
様
々
な
状
況

が
伺
え
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
連
採
択
時
の
正
式
文
書

「Transform
ing
Our

W
orld

」
に
あ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
今
、
全
員
総
力
戦
で「
世

界
を
変
革
す
る
」
時
を
迎
え
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

東
京
経
営
者
協
会
主
催
で
、
埼
玉
、
千
葉
、

神
奈
川
、
茨
城
、
栃
木
、
山
梨
の
各
経
営
者

協
会
が
協
力
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
採

用
・
就
職
担
当
者
の
た
め
の
産
学
交
流
会
」

を
十
月
二
七
日
㈬
、
二
八
日
㈭
の
二
日
間
を

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
で
三
一
回
目
と
な
る
こ
の
交
流
会
で

す
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
交
流
ツ
ー
ルEventHub

を
利

用
し
、
企
業
の
採
用
担
当
者
と
、
大
学
の
就

職
担
当
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
直
接
、採
用・

就
職
等
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
企
業
側
は
一
三
一
社
・
一
五
五

名
、
大
学
側
は
五
二
校
・
六
六
名
の
方
が
参

加
し
、
面
談
を
希
望
す
る
大
学
ま
た
は
企
業

に
対
し
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表

に
よ
り
事
前
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
、
双
方
の
希

望
が
一
致
す
れ
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
と
な
り
、
交

流
会
当
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
五
分
／
回
程

度
の
面
談
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
面
談
マ
ッ
チ
ン
グ
数
は
、
一
八
〇

二
件
と
い
う
結
果
で
、
前
回
ま
で
リ
ア
ル
で

開
催
し
て
い
た
情
報
交
換
数
よ
り
も
明
ら
か

に
多
数
の
方
と
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
埼

玉
は
本
会
が
参
加
募
集
を
行
い
、
会
員
企
業

で
は
十
三
社
・
十
五
名
の
方
が
参
加
登
録
を

行
い
ま
し
た
。

実
施
後
の
全
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
面
談

時
間
が
短
い
意
見
や
オ
ン
ラ
イ
ン
か
リ
ア
ル

か
な
ど
で
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
遠
方

か
ら
都
内
に
出
向
く
必
要
の
な
い
合
理
性
や
、

リ
ア
ル
よ
り
も
数
多
く
の
方
と
の
面
談
が
出

来
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
の
有
効
性
を
確
認
す
る
良
い
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
を
体
験
的
に
理
解
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〜
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム『
2
0
3
0
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

を
体
験
し
、
自
社
の
取
組
み
に
活
か
す
〜
」
を
開
催

【第三一回「採用・就職担当者のための産学交流会」
実施後アンケート結果（抜粋）】

大学側回答
67．5％
32．5％
35．0％
27．5％
27．5％
10．0％
20．5％
79．5％

企業側回答
34．5％
66．5％
0％
16．1％
42．5％
41．4％
25．3％
74．7％

設問項目（回答率％）
対面希望
オンライン希望
30件以上
20～29件
10～19件
10件未満
ちょうど良い
短い

開催方法

面談件数

面談時間
（5分／回）

世界の状況メーター 桝田綾子氏

カードゲームの様子
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も
の
つ
く
り
大
学
開
学
二
十
周
年

記
念
式
典
と
寺
島
実
郎
氏
に
よ
る
記
念
特
別
講
演
を
開
催

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
組
織
の
つ
く
り
方
〜

〝
持
続
可
能
性
〞
の
高
い
組
織
と
は
〜
」
を
開
催

も
の
つ
く
り
大
学
、
行
田
市
、
本
会
が
共

催
し
た
「
も
の
つ
く
り
大
学
開
学
二
十
周
年

記
念
事
業
」
を
十
一
月
一
日
㈪
、
も
の
つ
く

り
大
学
体
育
館
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

も
の
つ
く
り
大
学
は
、基
本
的
技
能
と「
も

の
つ
く
り
魂
」
を
基
盤
に
据
え
、
そ
こ
に
科

学
・
技
術
の
知
識
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を

加
え
、
新
時
代
を
切
り
拓
く
感
性
と
倫
理
観

を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
二
〇
〇

一
年
に
行
田
の
地
に
開
学
し
ま
し
た
。
本
会

は
、
開
学
当
初
か
ら
も
の
つ
く
り
大
学
の
事

業
運
営
に
関
わ
り
、
同
学
の
埼
玉
県
地
域
連

携
協
議
会
で
は
、
歴
代
の
本
会
会
長
が
会
長

職
を
務
め
て
お
り
、
原
敏
成
本
会
会
長
も
現

職
協
議
会
長
に
着
任
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
周
年
記
念
の
第
一
部
で
は
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て
、
小
林
洋
司
厚
生

労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
、
森
晃
憲
文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
長
、
大
野
元
裕
埼

玉
県
知
事
、
石
井
直
彦
行
田
市
長
が
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
周
年
記
念
動
画
の

放
映
や
赤
松
明
学
長
に
よ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
Ｉ
Ｏ
Ｔ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ

二
〇
三
〇
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第

二
部
で
は
、
記
念
特
別
講
演
と
し
て
、

（
一
財
）
日
本
総
合
研
究
所
会
長
・
多
摩
大

学
学
長
・
も
の
つ
く
り
大
学
理
事
で
、
テ
レ

ビ
番
組
で
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
著

名
な
寺
島
実
郎
氏
が
講
師
と
な
り
、「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
日
本
の
針
路
―
も
の
づ
く

り
と
い
う
基
軸
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
状
況
は

盛
況
で
、
体
育
館
で
の
リ
ア
ル
参
加
と
大
講

義
室
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
中
継
視
聴
の
参
加

者
も
含
め
、
三
六
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

寺
島
氏
は
自
著
の
「
寺
島
実
郎
の
時
代
認

識
（
二
〇
二
一
年

秋
号
）」
を
テ
キ
ス
ト

に
、
〇
世
界
認
識
と
日
本
の
針
路
、
〇
コ
ロ

ナ
問
題
の
本
質
と
コ
ロ
ナ
を
超
え
る
視
座
、

〇
時
代
認
識
の
基
本
資
料
な
ど
に
つ
い
て
、

豊
富
な
知
識
と
貴
重
な
資
料
な
ど
を
用
い
て

過
去
・
現
在
・
未
来
の
日
本
の
針
路
に
つ
い

て
持
論
を
展
開
し
、
時
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
時
々
で
頷
き
、
真
剣

に
聴
講
す
る
姿
が
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
一
月
四
日
㈭
、
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
行
っ
て
い
る
横
田
幸
信
氏
（i.lab

マ
ネ

ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
お
迎
え
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
組
織
の
つ
く

り
方
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
二
二
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
】

■
両
利
き
の
経
営

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
い
わ
れ
る
現
代
、
既
存
事
業

の
深
化
と
新
規
事
業
の
探
索
を
同
時
に
追
求

す
る
こ
と
で
、
持
続
的
成
長
を
狙
う
「
両
利

き
の
経
営
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、

既
存
事
業
も
深
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
変
革
」

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
企
業
は
「
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
向
上
に
取
り
組

む
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

■
人
間
中
心
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

「
技
術
革
新
」
と
い
う
訳
語
に
あ
る
よ
う

に
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
技
術
偏
重
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
人
間
中
心
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
目
を
向
け
て
い
く
べ
き
だ
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
組
織

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
知
識
の
量
よ
り
、

思
考
の
動
き
で
勝
負
す
る
こ
と
が
多
い
。
精

神
性
や
能
力
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
業
務
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
材
と
組
織
を
開
発

し
て
い
く
。
特
定
の
「
才
能
」
に
頼
り
す
ぎ

ず
、
プ
ロ
セ
ス
の
業
務
設
計
を
し
て
い
こ
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
実
践
型
の
学
び
の
機
会
を
創
出
す
る
の
も

一
つ
の
手
だ
。

■
未
来
社
会
の
考
察

未
来
社
会
に
は
不
確
実
性
や
不
明
瞭
感
が

伴
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
考
え
る
の
を
や

め
て
は
い
け
な
い
。
未
来
社
会
を
考
え
る
際

は
、
発
生
確
率
を
考
慮
し
、
実
現
確
率
70
％

の
領
域
で
事
業
機
会
の
探
索
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
考
え
て
い
く
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
他

者
と
創
造
的
な
議
論
を
通
じ
て
、
共
通
理
解

を
つ
く
り
合
意
形
成
し
て
い
く
こ
と
だ
。
こ

れ
は「
共
視
」と「
共
創
」と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
事
業
機
会
探
索
の
事
例

あ
る
特
定
の
先
端
技
術
が
普
及
し
た
社
会

の
変
化
を
前
提
と
し
、
そ
の
よ
う
な
未
来
に

顕
在
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
先
回
り
し
て
探
索
す

る
。過

去
に
は
、
働
く
場
所
の
多
様
化
と
音
声

入
力
の
普
及
が
実
現
し
た
社
会
像
を
描
く
こ

と
で
、
自
分
の
声
を
周
囲
に
漏
ら
さ
ず
会
話

で
き
る
「
ボ
イ
ス
マ
ス
ク
」
の
開
発
に
つ
な

が
っ
た
。

現
在
で
あ
れ
ば
、
自
動
運
転
技
術
が
普
及

し
た
後
に
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

や
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
り
得
る
か
探
索
で
き
る
だ

ろ
う
。

二
時
間
に
わ
た
り
、
組
織
と
し
て
0
か
ら

一
を
作
り
出
す
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ス
タ
ー
待
望
論
」

で
は
な
く
、
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
せ

る
人
材
が
活
躍
で
き
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
設

計
、
導
入
す
る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

進
の
最
大
の
肝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ものつくり大学開学20周年記念式典
ものつくり大学体育館にて

寺島実郎氏による記念講演
「ポストコロナ時代の日本の針路―ものづくりという基軸―」

講演をする横田幸信氏

オンラインセミナーの様子

― 4 ―



年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
地
域
の
活
性
化
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
！
」

今
年
度
の
地
区
協
議
会
は
四
地
区
共
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

年
末
調
整
は
、
毎
年
年
末
に
な
る
と
必
ず

発
生
す
る
給
与
計
算
業
務
の
集
大
成
で
す
。

一
年
間
の
年
税
額
を
調
整
す
る
大
切
な
業
務

で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
は
大
き
な
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

昨
年
度
の
「
給
与
所
得
控
除
の
引
き
下
げ
」

や
、「
所
得
金
額
調
整
控
除
」、「
配
偶
者
・

扶
養
親
族
の
合
計
所
得
金
額
の
見
直
し
」
な

ど
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
申
告
用
紙
も
大
幅
に

変
わ
っ
た
た
め
、
ま
だ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
な
い
ご
担
当
者
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
年
末
調
整
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
、「
令
和
二
年
改
正
点
を
復

習
し
間
違
い
な
い
対
応
を
」
と
題
し
、
年
末

調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
小
島
経
営
労
務
事
務
所

所

長

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
小
島
信
一
氏

を
お
迎
え
し
、
十
一
月
十
二
日
㈮
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
イ
4
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

三
九
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際
の
申
告
用
紙
を
使

い
、
実
務
例
を
手
計
算
し
記
入
す
る
こ
と
で
、

給
与
ソ
フ
ト
に
任
せ
て
い
て
は
気
づ
か
な
い

間
違
え
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
や
、
算
出
方
法
を

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
中
や
終
了
後
に
は
、
個
別
の
質

問
が
多
く
よ
せ
ら
れ
、
小
島
講
師
か
ら
は
そ

の
都
度
丁
寧
な
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

・
年
末
調
整
と
は
な
に
か

・
本
年
の
改
正
点
の
概
要

・
確
定
申
告
と
年
末
調
整
の
違
い

・
電
子
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
令
和
二
年
に
お
け
る
改
正
の
復
習

・
各
種
帳
票
の
確
認

・
各
種
控
除
の
計
算

・
年
税
額
の
計
算
、
過
不
足
の
計
算

・
源
泉
徴
収
簿
の
作
成
と
見
方

・
法
定
調
書
の
種
類
と
提
出
先

・
源
泉
徴
収
票
の
記
載
内
容
と
作
成

・
そ
の
他
の
法
定
調
書
に
つ
い
て

・
質
疑
応
答

秋
季
地
区
協
議
会
は
、
南
部
、
中
部
、
西

部
、
北
部
の
各
地
区
で
工
場
見
学
や
施
設
見

学
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
中
止
、
今
年
度
も
ま
だ
工
場
見
学
な
ど

に
つ
い
て
は
難
し
い
状
況
で
、
協
議
の
結
果
、

四
地
区
合
同
共
催
で
講
演
会
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十
七
日
㈬
、
午
後
、
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィPREM

IUM

大
宮

に
て「
地
域
の
活
性
化
、持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
会
を
二
本
行
い
ま
し
た
。
開
催
に
つ
い
て

は
来
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
で
実
施
し
、
当
日
は
来
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視

聴
を
合
わ
せ
て
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
は
、
各
地
区
議
長
を
代
表
し
て
橋
元
健

北
部
地
区
議
長
（
本
会
副
会
長
、
キ
ヤ
ノ
ン

電
子
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
。

続
い
て
、
石
阪
督
規
埼
玉
大
学
基
盤
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
か
ら
「
地
域
に
お
け
る
多

様
性
〜
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
・
地
域
活
性

化
の
あ
り
方
を
考
え
る
〜
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
、
石
阪
教
授
は
、

■
自
治
体
破
綻
と
地
方
消
滅

■
埼
玉
県
市
町
村
別
人
口
減
少
率

■
埼
玉
県
の
消
滅
可
能
都
市
一
覧

■
さ
い
た
ま
市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
二
〇

四
〇
年
）

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
う
な
る

な
ど
の
課
題
を
デ
ー
タ
と
と
も
に
自
身
の

地
域
活
性
化
活
動
の
経
験
を
交
え
て
解
説
し

ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案

し
て
く
る
学
生
達
と
一
緒
に
実
施
し
て
き
た

地
域
や
商
店
街
、
企
業
な
ど
の
活
性
化
策
に

つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
機
知
に

富
ん
だ
話
術
で
紹
介
し
ま
し
た
。

石
阪
教
授
は
ま
と
め
と
し
て
「
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
場
と
し
て
、
大
学
、
企

業
、
市
民
、
自
治
会
、
役
所
な
ど
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
で
、『
協
働
』
の
仕
組

み
か
ら
こ
れ
か
ら
は
『
協
創
』
の
仕
組
み
が

大
切
に
な
る
。最
後
に
、『
ま
ち
づ
く
り
は
ひ

と
づ
く
り
』、
こ
れ
か
ら
も
主
体
的
な
人
財

の
育
成
の
た
め
に
注
力
し
ま
す
」
と
強
調
し
、

大
学
と
企
業
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
も
呼

び
か
け
ま
し
た
。

次
に
、
埼
玉
県
環
境
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

課
の
小
宮
裕
二
副
課
長
か
ら
、「
埼
玉
版
ス

ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
的

な
考
え
方
〜
�
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉

県
�
の
実
現
へ
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
宮
副
課
長
は
、
埼

玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

基
本
的
な
考
え
方
（
骨
格
）
と
し
て
、

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

■
埼
玉
県
が
抱
え
る
課
題

■
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
コ
ン
セ
プ
ト

■
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
実
現
の
方
向

性
■
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
要
件

■
関
係
者
の
連
携

■
今
後
の
進
め
方
〜
む
す
び
に
代
え
て

な
ど
を
説
明
し
、
全
国
各
地
で
実
施
ま
た

は
計
画
さ
れ
て
い
る
取
組
な
ど
も
紹
介
し
ま

し
た
。

小
宮
副
課
長
は
、「『
日
本
一
暮
ら
し
や
す

い
埼
玉
県
』
の
実
現
の
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、
市
町
村

や
民
間
企
業
等
と
連
携
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

な
お
、
春
季
の
地
区
協
議
会
は
、
昨
年
度

と
同
様
に
、『
二
〇
二
二
年
版
経
営
労
働
政

策
特
別
委
員
会
報
告
』
の
全
会
員
へ
の
配
布

と
解
説
動
画
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
行
い

ま
す
。

【
地
区
協
議
会
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
】

当
日
の
講
演
の
模
様
な
ど
を
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
本
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
十
二
月
末
ま
で
配
信
中

で
す
。

会場風景 講師 小島信一氏

講演する小宮裕二埼玉
県環境部エネルギー環
境課副課長

講演する石阪督規埼玉
大学基盤教育研究セン
ター教授

開会挨拶する橋元健北
部地区協議会議長（本
会副会長）

ライブ配信の様子（石阪教授講演）
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令
和
三
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
大
宮
商
業
高
校
を
視
察

令
和
三
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

―
県
立
三
郷
工
業
技
術
高
校
を
視
察

令
和
三
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会
が
、

県
立
大
宮
商
業
高
校
に
お
い
て
、
十
一
月
一

六
日
㈫
に
開
催
さ
れ
、
九
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
大
宮
商
業
高
校
は
、
商
業
科
が
設
置

さ
れ
て
い
る
単
独
商
業
高
校
で
、
昭
和
十
九

年
の
創
立
以
来
、
七
七
年
を
迎
え
る
伝
統
あ

る
専
門
高
校
で
す
。「
自
分
に
挑
み

未
来

を
拓
こ
う
‼
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
授
業
（
実
習
）
及
び
施
設
見
学

を
行
い
、
後
半
に
は
学
校
概
要
や
進
路
指
導

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
各
企
業
と
生
徒

や
教
員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
ま
ず
総
合
実
践
を
見
学

し
ま
し
た
。
生
徒
は
三
人
一
組
で
会
社
を
担

当
し
、
東
京
市
場
と
大
阪
市
場
に
分
か
れ
て
、

模
擬
取
引
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
電
話
や
メ

ー
ル
で
の
や
り
取
り
や
、
見
積
書
の
作
成
、

商
品
売
買
な
ど
を
通
し
て
、
三
年
間
学
ん
だ

知
識
の
総
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
情

報
処
理
で
は
、
生
徒
が
一
人
一
台
の
Ｐ
Ｃ
を

利
用
し
て
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
基
礎
や
ビ
ジ
ネ

ス
文
書
を
作
成
し
、
簿
記
や
原
価
計
算
で
は

会
計
帳
簿
の
作
成
等
を
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
教
室
に
は
短
焦
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
商
業
科
目
だ
け
で

な
く
、
国
語
や
社
会
な
ど
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
で
投
影
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
様
子
や
、

出
張
の
た
め
自
習
の
教
室
で
は
事
前
に
撮
影

し
た
授
業
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
す
る
様
子

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
伴
う
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
授
業
形
態
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

学
校
概
要
・
進
路
指
導
の
説
明
で
は
、
学

校
の
特
色
や
専
門
性
、
現
在
の
求
人
状
況
や

内
定
状
況
あ
る
い
は
進
学
状
況
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、生
徒
六
名（
三
年
生
）

が
出
席
し
、
参
加
企
業
か
ら
は
「
内
定
先
の

企
業
を
選
ん
だ
決
め
手
」「
企
業
選
び
に
お

け
る
給
料
の
優
先
順
位
」「
社
会
人
に
な
る

に
あ
た
っ
て
不
安
や
楽
し
み
な
こ
と
」「
面

白
い
教
科
や
活
か
せ
る
教
科
」
な
ど
の
質
問

が
出
て
、
生
徒
が
答
え
る
な
ど
活
発
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会
が
、

県
立
三
郷
工
業
技
術
高
校
に
お
い
て
、
十
一

月
二
二
日
㈪
に
開
催
さ
れ
、
十
七
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
三
郷
工
業
技
術
高
校
は
、
機
械
科
・

電
子
機
械
科
・
電
気
科
・
情
報
電
子
科
・
情

報
技
術
科
の
五
学
科
か
ら
な
る
専
門
高
校

（
工
業
高
校
）
で
す
。
昭
和
六
〇
年
に
開
校

し
、
今
年
で
開
校
三
七
年
目
を
迎
え
る
、
全

国
で
唯
一
の
「
工
業
技
術
」
高
校
と
し
て
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
技
術
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
前
半
に
学
校
概
要
や
進
路
指
導

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、後
半
に
授
業（
実

習
）
及
び
施
設
見
学
や
各
企
業
と
生
徒
や
教

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
ま
ず
国
数
英
な
ど
の
一

般
教
科
の
様
子
を
見
学
し
、
そ
の
あ
と
実
習

棟
の
見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。
機
械
加
工
実

習
室
や
Ｃ
Ｇ
Ｉ
室
、
電
気
磁
気
実
習
室
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
室
な
ど
大
小
合
わ
せ
て

三
十
ほ
ど
の
実
習
室
に
Ｐ
Ｃ
や
機
械
の
設
備

が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
機
械
科
で
は
Ｃ
Ａ

Ｄ
を
用
い
た
製
図
、
電
子
機
械
科
で
は
溶
接

や
機
械
加
工
、
電
気
科
で
は
コ
ン
セ
ン
ト
な

ど
の
電
子
回
路
の
製
作
、
情
報
電
子
科
で
は

Ｃ
Ｍ
や
Ｃ
Ｇ
の
作
成
、
情
報
技
術
科
で
は
記

憶
媒
体
の
仕
組
み
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

授
業
の
様
子
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
す
べ

て
の
実
習
に
専
門
性
が
あ
り
、
普
通
科
で
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
分
野
で
、
生

徒
が
生
き
生
き
と
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
概
要
・
進
路
指
導
の
説
明
で
は
、
学

校
の
特
色
や
専
門
性
、
現
在
の
求
人
状
況
や

内
定
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。意

見
交
換
会
で
は
、
生
徒
五
名
（
三
年
生

四
名
、
二
年
生
一
名
）
と
教
員
四
名
が
出
席

し
、
参
加
企
業
か
ら
は
「
な
ぜ
そ
の
進
路
を

選
ん
だ
の
か
」「
会
社
に
求
め
て
い
る
こ
と
」

「
困
難
の
乗
り
越
え
方
」「
工
業
系
以
外
の

職
種
を
選
ぶ
生
徒
は
い
る
か
」「
将
来
の
夢
」

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
な
ど
に
つ
い
て

の
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

教育委員会
田辺指導主事挨拶

大宮商業高校
齋藤校長挨拶

意見交換の様子 総合実践の様子

教育委員会
大橋指導主事挨拶

三郷工業技術高校
石塚校長挨拶

授業見学の様子 意見交換の様子
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第
3
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

「
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

第
4
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

「
発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
企
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

厳
し
い
経
済
環
境
下
、
新
し
い
働
き
方
が

求
め
ら
れ
る
中
で
障
害
者
雇
用
に
不
安
を
抱

え
る
県
内
企
業
等
に
対
し
、
障
害
者
雇
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
十
一
月
十
九
日
㈮
十
四
時
〜
十
六
時
三

十
分
に
、
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ

ー
を
埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
本
会
の
共
催

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
七
五
名

に
ご
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
都
市
社
会
文

化
研
究
科
教
授
の
影
山
摩
子
弥
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「
経
営
戦
略
と
し
て
の
障

が
い
者
雇
用
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

健
常
者
と
障
が
い
者
が
共
に
働
く
こ
と
で

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
効
果
が
生
ま
れ
、
組
織
改

善
さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
ま
す
。

健
常
者
の
仕
事
へ
の
姿
勢
が
変
わ
る
た
め
、

質
を
落
と
さ
ず
、
会
社
の
業
績
Ｕ
Ｐ
に
な
る

と
実
例
を
交
え
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
企
業
支
援
業
務
部
門
部
門
長

の
岡
濱
君
枝
氏
か
ら
、「
障
害
者
を
雇
用
す

る
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
、
障
害
者
雇
用
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
雇
用
開
拓
、
企

業
支
援
、
定
着
支
援
等
の
取
組
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
障
害
者
雇
用
企
業
か
ら
障
害
者

が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

ず
、
医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組

合
本
部
次
長
の
日
野
洋
逸
氏
と
職
場
適
応
援

助
者
・
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
の
本
戸
文

子
氏
か
ら
、「
週
二
十
時
間
未
満
雇
用
か
ら

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

就
労
継
続
が
で
き
て
い
る
方
は
病
状
が
比

較
的
安
定
し
、
主
治
医
や
就
労
支
援
事
業
所

の
ス
タ
ッ
フ
と
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い

る
方
で
あ
る
と
の
見
解
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

次
に
、株
式
会
社
グ
ン
リ
ッ
ク
執
行
役
員・

業
務
営
業
部
部
長
の
降
旗
昌
弘
氏
か
ら
、「
電

子
ツ
ー
ル
の
活
用
で
重
度
障
害
者
雇
用
を
拡

大
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
を
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
継
続

雇
用
す
る
カ
ギ
と
し
て
出
来
る
だ
け
詳
し
く

分
か
り
や
す
い
文
章
で
伝
え
る
よ
う
配
慮
し

た
り
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
社
会
人
と
し

て
の
モ
ラ
ル
、
責
任
感
を
養
う
よ
う
指
導
教

育
す
る
な
ど
、
障
害
者
雇
用
促
進
に
関
す
る

表
彰
を
受
け
た
経
緯
や
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
も
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加
者
に
は
障

害
者
雇
用
に
つ
い
て
、
経
営
面
か
ら
の
メ
リ

ッ
ト
を
は
じ
め
、
週
二
十
時
間
未
満
で
の
雇

用
か
ら
雇
用
後
の
週
二
十
時
間
以
上
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
取
組
や
重
度
障
害
者
雇
用

に
当
た
っ
て
の
環
境
整
備
の
実
例
な
ど
を
紹

介
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
㈮
、
令
和
三
年
度
第
4

回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
を
、
埼
玉
労
働
局
、
埼

玉
県
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
で
十
回
目
と
な
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、

企
業
の
皆
様
に
発
達
障
害
者
の
雇
用
を
考
え
、

一
層
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四
六
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
会
廣
澤
健
一
専
務
理
事
の
挨

拶
で
始
ま
り
、続
い
て
、「
発
達
障
害
者
の
特

性
の
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
ま
ず
、
埼
玉
県
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」
相

談
員
の
及
川
毅
征
氏
が
講
師
と
な
り
、
発
達

障
害
者
は
治
る
の
で
は
な
く
環
境
支
援
が
必

要
と
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
、「
障
害
者
法
定
雇
用
率
と
雇
用
助

成
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課
課
長
補
佐
の
澤
田
貴
樹

氏
は
、
埼
玉
県
内
の
民
間
企
業
に
お
け
る
実

雇
用
率
は
過
去
最
高
の
二
・
三
〇
％
を
更
新

し
て
い
る
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
企
業
側
の
発
達
障
害
者
就
労

支
援
の
取
組
と
発
達
障
害
者
を
雇
用
す
る
企

業
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
企
業
の
就

労
支
援
の
取
組
や
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
方

か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
で
は
、
企
業
側
の
採
用
時
の
工
夫
や

課
題
、
採
用
後
の
定
着
に
向
け
た
企
業
と
支

援
機
関
の
協
調
体
制
と
職
場
環
境
や
待
遇
に

関
す
る
取
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
の
感
想

も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
発
達
障
害
者
の
就
労

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

〈
発
表
者
〉

①
埼
玉
県
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
取
組

埼
玉
県
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者

職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
松
井
健
氏
、
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
ク
シ
ア
企
画
サ
ー
ビ
ス
本
部
シ
ェ

ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
部
門
・
さ
い
た
ま
新
都
心

セ
ン
タ
ー
所
長
今
村
泰
樹
氏
・
今
野
兼
汰
氏

②
埼
玉
県
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
草
加
）
の
取
組

ウ
ェ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

川
口
セ
ン
タ
ー
長
菱
藤
剛
氏
、
株
式
会
社
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
人
事
本
部
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
人
事
部

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
Ｇ
原
田
威
身
氏
・
篠
田

貴
男
氏

講演を行う横浜市立大
学都市社会文化研究科
教授 影山摩子弥氏

左から企業の事例発表を行う株式会社グンリックの降旗昌弘氏、
医療生協さいたま生活協同組合の本戸文子氏、日野洋逸氏

事例発表者右より、埼玉県障害者職業センター松井健氏、
株式会社NTTネクシア今村泰樹氏、今野兼汰氏

事例発表者右より、ウェルビー株式会社菱藤剛氏、
株式会社SHIFT 原田威身氏、篠田貴男氏
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第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
今
、
中
小
企
業
に
求
め
ら
れ
る
『
脱
炭
素
経
営
』

と
は
？
〜
い
ち
早
く
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む
メ
リ

ッ
ト
と
効
果
を
探
る
〜
」
を
開
催

第
一
回
原
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

吉
田
守
氏
（
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
社
長
）
が
総
合
優
勝

〜
原
会
長
杯
を
獲
得

今
大
会
よ
り
青
年
経
営
者
部
会
も
共
催

昨
年
十
月
の
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
以
降
、
脱
炭
素
に
向
け

た
動
き
が
急
速
に
加
速
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
脱
炭

素
へ
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
遠
か
ら
ず「
脱
炭
素

経
営
」が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

一
一
月
二
九
日
㈪
、
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
中
小
企
業
に
求
め
ら
れ
る
脱
炭
素

経
営
に
つ
い
て
、
以
下
の
六
人
の
方
々
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
七
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
一
部

講
演
「
地
域
の
脱
炭
素
の
取
組

み
に
つ
い
て
」
環
境
省
関
東
地
方
環
境
事

務
所
次
長

西
前
晶
子
氏

気
候
変
動
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
動
向
や
企

業
の
取
組
み
（
脱
炭
素
経
営
）
の
広
が
り
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
の
脱
炭
素
化
の
動
き
は
、
中
小

企
業
に
と
っ
て
リ
ス
ク
で
あ
る
と
同
時
に
、

取
引
機
会
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
に

触
れ
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
を
取
得
す
る
な
ど
攻
め

の
観
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
ほ
し

い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
脱
炭
素
経
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
紹

介
や
令
和
四
年
度
概
算
要
求
の
補
助
金
等
の

説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

■
第
二
部

事
例
発
表
「
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削

減
の
取
組
み
」
株
式
会
社
コ
ス
モ
フ
ー
ズ

埼
玉
神
川
工
場

設
備
エ
ン
ジ
課
主
任

中
村
信
昭
氏

工
場
に
お
け
る
バ
イ
ソ
ン
サ
イ
ク
ロ
ン
の

導
入
に
よ
る
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
の
効
率
化
や
、

低
圧
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
新
規
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
な
ど
の
成
果
を
発
表
い
た
だ
き

ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
が
経
費
削
減
や
従
業
員
の
意
識
改
革
に

も
繋
が
っ
た
よ
う
で
す
。

■
第
三
部

情
報
提
供
「
埼
玉
県
環
境
部
の

支
援
に
関
し
て
」
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化

対
策
課

計
画
制
度
・
排
出
量
取
引
制
度

担
当
主
幹

吉
田
和
則
氏

①
無
料
省
エ
ネ
診
断
②
環
境
み
ら
い
資
金

融
資
③
Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
設
備
導
入
補
助
金

を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
情
報
提
供
「
金
融
機
関
の
支
援
に
関
し

て
」
株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
法
人
部

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

鈴
木
俊
行
氏

自
社
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
知
り

た
い
企
業
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取

り
組
み
た
い
企
業
に
向
け
た
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

■
情
報
提
供
「
金
融
機
関
の
支
援
に
関
し

て
」
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
部
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
室

調
査
役

坂
本
芳
文
氏

主
任

鮎
川
啓

明
氏

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
企
業
が
導
入
す
る
際
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

取
組
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

原
敏
成
会
長
が
就
任
し
、
初
の
大
会
と
な

る
第
一
回
原
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
十
一
月
十
二
日
㈮
武
蔵
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
・
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

今
大
会
か
ら
青
年
経
営
者
部
会
も
共
催
し
、

青
年
部
か
ら
六
名
が
参
加
、
合
計
二
三
名
が

参
加
し
賑
わ
い
の
溢
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

当
日
は
こ
の
上
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
ア

ウ
ト
・
イ
ン
三
組
づ
つ
の
同
時
ス
タ
ー
ト
に

よ
り
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。
原
会
長
杯

（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）
は
、
ア
ウ
ト
四
九
、

イ
ン
四
九
、
グ
ロ
ス
九
八
、
ネ
ッ
ト
七
一
・

六
で
規
定
に
よ
り
吉
田
守
氏
（
シ
リ
コ
ニ
ッ

ト
社
長
）
が
総
合
優
勝
と
シ
ニ
ア
優
勝
の
同

時
受
賞
と
な
っ
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
〇
、
イ
ン
四
〇
、

グ
ロ
ス
八
十
、
ネ
ッ
ト
七
一
・
六
で
栗
原
和

男
氏
（
テ
ィ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー
副
社
長
）
が

ベ
ス
グ
ロ
と
と
も
に
受
賞
し
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
表
彰
式
で
は
、
原

会
長
と
共
催
の
青
年
経
営
者
部
会
を
代
表
し

て
望
月
諭
氏
（
望
月
印
刷
社
長
）
が
挨
拶
、

表
彰
式
で
は
今
回
初
参
加
の
方
の
自
己
紹
介

な
ど
も
行
わ
れ
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
に
武
蔵
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
・
笹
井
コ
ー
ス
で
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

事例発表をする中村信昭氏 講演をする西前晶子氏

会場全体の様子

準優勝とベスグロを受賞した栗原和男氏に
原会長から賞品を授与 共催した青年経営者部会から参加した面々

23名でスタート前の集合写真

― 8 ―



「
第
十
一
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
」

大
会
規
模
を
縮
小
し
て
、
筆
記
競
技
の
み
開
催
！

本
会
後
援
�
専
門
高
校
等
の
学
習
成
果
発
表
の
祭
典
�

第
三
一
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会

（
さ
ん
フ
ェ
ア
埼
玉
二
〇
二
一
）
開
催

「
科
学
の
甲
子
園
」は
、国
立
研
究
開
発
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）が
主
催
し
、

平
成
二
三
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
高
校
生
を
対
象
に
、
理
科
・
数
学
・

情
報
の
複
数
分
野
の
知
識
を
競
う
取
組
で
す
。

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
第
四
回
大
会
か
ら

大
会
を
支
援
し
て
お
り
、
会
員
企
業
よ
り
協

働
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
盛
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
全
国
大
会
が
茨
城
県
で

の
開
催
と
な
り
、
現
在
は
埼
玉
県
大
会
の
み

支
援
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
で
第
十
一
回
大
会
を
迎
え
た
当
大

会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
閉
会
式
、
実
技
競

技
な
ど
集
合
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
し
、

筆
記
競
技
の
み
、
開
始
時
間
を
ず
ら
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
、
吉
田
直

紀
氏
に
よ
る
特
別
講
演
「
宇
宙
の
ダ
ー
ク
マ

タ
ー
の
謎
」
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
し
、

表
彰
式
は
十
一
月
二
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
難
題
が
多
い
筆
記
試
験
に

対
し
、
チ
ー
ム
内
で
得
意
分
野
を
分
担
し
な

が
ら
、解
答
し
て
い
ま
し
た
。試
験
時
間
の
前

半
は
個
人
で
集
中
し
て
問
題
に
取
り
組
み
、後

半
に
な
る
に
つ
れ
て
、
チ
ー
ム
で
相
談
し
な

が
ら
難
問
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

出
場
二
一
校
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
県
立

川
越
高
校
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
、
優
勝
の
発
表
に
歓
喜
の
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
今
回
初
優
勝
と
な
っ

た
川
越
高
校
は
埼
玉
県
を
代
表
し
、
令
和
四

年
三
月
十
八
日
か
ら
茨
城
県
で
行
わ
れ
る
、

「
科
学
の
甲
子
園
」全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
で
の
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

科
学
の
甲
子
園
の
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
本
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の

皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
会
が
後
援
し
た
「
第
三
一
回
全
国
産
業

教
育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会
」が
文
部
科
学
省
、埼

玉
県
、埼
玉
県
教
育
委
員
会
、産
業
教
育
振
興

中
央
会
、全
国
産
業
教
育
振
興
会
連
絡
協
議
会

と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の
主
催
に
よ
り

十
月
三
十
日
㈯
に
ウ
エ
ス
タ
川
越
を
メ
イ
ン

会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
「
夢
と
技
術

彩
の
国
か
ら
未

来
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
、
全
国

の
専
門
高
校（
農
業
・
工
業
・
商
業
・
家
庭
・

看
護
・
福
祉
・
情
報
・
水
産
）
等
で
学
ぶ
生

徒
に
よ
る
学
習
成
果
の
発
表
や
、
各
種
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
形
式
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

秩
父
農
工
科
学
高
校
の
秩
父
屋
台
囃
子
保
存

部
に
よ
る
秩
父
屋
台
ば
や
し
の
演
奏
、
熊
谷

商
業
高
校
の
バ
ト
ン
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
式
で
は
全
国
産

業
教
育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会
実
行
委
員
会
会
長

大
野
松
茂
氏
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
長
伯
井
美
徳
氏
、
埼
玉
県
知
事
大
野
元
裕

氏
、
埼
玉
県
議
会
議
長
梅
澤
佳
一
氏
に
ご
挨

拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
は
特
設
サ
イ
ト

を
通
じ
て
全
国
に
配
信
と
な
り
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、開
会
式
、新
座
総
合
技
術
高
校

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
株
式
会
社

マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
山
口
絵
理
子
氏
に
よ
る
講
演
、

Google
for
Education

ミ
ラ
ー・ス
チ
ュ
ア

ー
ト
氏
に
よ
る
生
徒
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
各
会

場
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、閉
会
行
事
、メ
モ
リ
ア

ル
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
ホ
ー
ル
や
会
場
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
、
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
競
技

大
会
に
加
え
、
彩
の
国
商
業
高
校
生
渋
沢
栄

一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
介
護
福
祉
研
究
発
表
大

会
、
体
験
展
示
、
文
部
科
学
省
事
業
発
表
、

小
・
中
学
生
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
紹
介
な
ど
、

優勝：川越高等学校

準優勝：大宮高等学校

第3位：浦和高等学校

特別講演：吉田直紀氏
【オンデマンド配信】 チームで相談しながら解答を導いている

第11回埼玉県大会協働パートナー

オンライン表彰式の様子（高校生を激励）

筆記競技の様子

開会式の様子

生徒交流イベント

特設サイト
https : //sanfair2021．com/

VR体験インタビュー
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第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
セ

ミ
ナ
ー
第
二
弾
〜
組
織
対
応
の
手
順
や
勘
所
・
法
的
観
点
〜
）

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
脅
威
と
企
業
が

と
る
べ
き
事
例
別
対
応
策
に
つ
い
て

【
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
】

青
年
経
営
者
部
会

十
一
月
例
会
開
催

「
メ
ン
バ
ー
例
会

メ
ン
バ
ー
企
業
視
察
・
施
設
見
学
」内
藤
環
境
管
理
株
式
会
社

①
講
演
「
誰
も
が
ス
キ
ッ
プ
し
て
き
た
く
な
る
会
社
を
め
ざ
し
て
」

内
藤
環
境
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

内
藤
岳
氏

②
ラ
ボ
見
学

③
情
報
交
換
会
を
開
催

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
全
国
へ
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産
業
界

の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次
代
を
担
う

若
者
の
育
成
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
関
係
企

業
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
大
会
特
設
ペ
ー
ジ
は
令
和
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

近
年
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
複
雑
化
・
巧
妙

化
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
今
や
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
全
社
的
に
組
織
と

し
て
対
応
す
べ
き「
経
営
課
題
」の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
企
業
が
行
う
べ

き
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
あ
げ
な

が
ら
、
組
織
対
応
の
手
順
や
勘
所
、
留
意
す

べ
き
法
的
な
観
点
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

解
説
す
る
講
座
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
い

た
し
ま
す
。
無
料
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
、
ま

た
配
信
期
間
中
は
繰
返
し
ご
視
聴
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

※
弊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

十
一
月
二
日
㈫
に
青
年
経
営
者
部
会
の
十

一
月
例
会
を
開
催
し
十
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

今
例
会
は
「
メ
ン
バ
ー
例
会
」
と
い
た
し

ま
し
て
、
青
年
経
営
者
部
会
部
会
長
の
内
藤

環
境
管
理
㈱
様
に
て
、
ご
講
演
と
ラ
ボ
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
一
部

講
演
の
概
要

内
藤
環
境
管
理
㈱
は
、
気
軽
に
利
用
で
き

る
化
学
分
析
専
門
会
社
を
目
指
し
て
昭
和
四

七
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
四
九
年
を
迎
え

る
環
境
計
測
証
明
事
業
等
を
行
う
会
社
で
す
。

講
演
会
で
は
、
同
社
代
表
取
締
役
社
長

内
藤
岳
氏
よ
り
、
業
務
内
容
や
業
界
の
需
要
、

設
立
の
経
緯
や
業
績
の
推
移
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
そ
こ
か
ら
感
じ
た
こ

と
な
ど
の
経
験
談
を
も
と
に
ご
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
代
表
取
締
役
と
な
り

�
誰
も
が
ス
キ
ッ
プ
し
て
き
た
く
な
る
会

社
�
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
や
、
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
内
容
な
ど
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
取
組
内
容
と
し
て
、

・
売
上
重
視
か
ら
利
益
重
視
へ

・
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
出
現
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
組
織
の
育
成
へ

・
人
間
力
の
向
上

・
数
値
で
の
見
え
る
化

・
未
来
か
ら
考
え
る

・
自
分
の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
う

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
交
え
な
が
ら

ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
社
内
に
笑
顔
と
感
謝

の
念
が
溢
れ
て
い
る
「
誰
も
が
ス
キ
ッ
プ
し

て
き
た
く
な
る
会
社
」
を
目
指
し
て
取
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

◇
第
二
部

ラ
ボ
見
学

ラ
ボ
見
学
で
は
、
二
班
に
分
か
れ
て
本
館
、

水
質
検
査
棟
、
ク
ロ
マ
ト
分
析
棟
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
の
中
心
を
担
う

ラ
ボ
は
、
お
客
様
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
化

さ
れ
て
お
り
、
分
析
へ
の
取
組
み
を
実
際
に

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水
質
検
査
棟
で
は
、
分
析
対
象
の
サ
ン
プ

ル
の
配
送
や
受
け
取
り
の
作
業
、
プ
ー
ル
や

お
風
呂
な
ど
の
水
質
の
分
析
、
窒
素
や
リ
ン

の
測
定
、
微
生
物
や
細
菌
の
測
定
な
ど
に
関

わ
る
装
置
や
作
業
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ク
ロ
マ
ト
分
析
棟
で
は
、
前
処
理
室
や
ド

ラ
フ
ト
室
で
有
害
な
も
の
を
吸
わ
な
い
環
境

で
前
処
理
を
し
て
、
そ
れ
を
機
器
分
析
室
な

ど
で
分
析
す
る
流
れ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

測
定
対
象
は
飲
料
水
、
環
境
水
、
排
水
、
上

下
水
、
プ
ー
ル
水
、
気
体
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

多
く
の
専
用
機
械
を
用
い
て
測
定
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
本
館
で
は
事
務
室

等
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
請
求
書
な
ど

を
正
確
に
素
早
く
作
成
す
る
た
め
の
ス
キ
ャ

ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
工
夫
を
し
て
い
る
点
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
学
を
通
し
て
、
ま
ず
機
械
装
置
の
設
置

数
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
屋
に

大
小
様
々
な
測
定
器
が
何
台
も
並
び
、
そ
こ

で
得
た
デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｃ
で
ま
と
め
る
様
子
は

圧
巻
で
し
た
。
そ
し
て
、
各
部
署
の
説
明
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
社
員
の
方
々
の
温
か
い
対

応
と
知
識
の
豊
富
さ
、
行
く
先
々
で
会
う
社

員
の
方
の
明
る
い
挨
拶
と
丁
寧
な
対
応
を
拝

見
し
、
内
藤
社
長
の
目
指
す
会
社
像
が
社
員

の
方
々
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

◇
第
三
部

情
報
交
換
会

講
演
や
ラ
ボ
見
学
の
感
想
に
加
え
、
自
社

の
近
況
や
取
組
み
、
ま
た
、
各
業
界
の
最
新

情
報
等
を
発
表
し
、
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
日
頃
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
会
社
内
の
見
学
や
、
他
社
の
社
員

の
働
く
様
子
、
会
社
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
と
て
も
よ
い
刺
激
を
受
け
た

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
企
業

視
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演を行う内藤岳氏

講演会場の様子

情報交換会の様子
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謹謹賀賀新新年年
2022 到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

社

長

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社

デ

サ

ン

代
表
取
締
役

会

長
吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

福
岡

聡

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

社

長

栗
田
美
和
子

株
式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

取
締
役
会
長

兼

社

長
富
士
倉
庫
運
輸
株
式
会
社

代

表

取
締
役

セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

会

長

埼

玉

縣

信

用

金

庫

代
表
取
締
役

社

長

原

俊
樹

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

取

締

役

専
務
執
行
役
員

藤
原

健

日
本
信
号
株
式
会
社
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到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

松

本

商

会

取
締
役

社

長

小
田
切
武
久

武
州
産
業
株
式
会
社

埼
玉
中
央

支
店
長

古
元
真
秀

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
シ
タ
ラ
興
産

代

表

取
締
役

木
村
和
男

株
式
会
社
中
央
デ
パ
ー
ト

理
事
長

清
水
博
司

青

木

信

用

金

庫

理
事
長

川

口

信

用

金

庫

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

河
野
経
夫

株
式
会
社
第
一
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

埼
玉
支
社

支
社
長

大
久
保

尚

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

上
席
執
行
役
員

支

店

長

三
浦
隆
一

株
式
会
社
フ
ジ
タ
関
東
支
店

代
表
取
締
役

社

長

橋
本
宏
太
郎

株
式
会
社
サ
イ
ニ
チ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
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到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

最
高
顧
問

菊
池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

丸

善

代
表
取
締
役

社

長

望
月

諭

望
月
印
刷
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

廣
澤

健
一

職

員

一

同

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代

表

取
締
役

宮
本
雅
弘

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
東
立
製
作
所

代
表
取
締
役

社

長
三
位
電
気
株
式
会
社

代

表

取
締
役

前
嶋
洋
左
右

東
都
フ
ォ
ル
ダ
ー
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

坂
戸
ガ
ス
株
式
会
社
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研 　 究 　 の 　 内 　 容 産業への展開
LSI実装したい処理の特
徴分析と、特徴を活かし
た高性能LSIの設計
静止画、動画処理のLSI
実装向け並列高速化
学歴・略歴
伊藤 和人
（いとう　かずひと）
1987年　東京工業大学工
学部電子物理工学科卒業
1989年　東京工業大学大
学院理工学研究科博士前
期課程修了
1992年　東京工業大学大
学院理工学研究科博士
後期課程修了、博士（工
学）
1992年4月　東京工業大
学工学部助手
1993年4月から1994年7月
までミネソタ大学客員研
究員
1995年5月　埼玉大学工
学部助教授
2015年４月より現職
2020年9月より副学長（情
報担当）

急速なデジタル化による変
革は銀行業に限った話で
はない。世界レベルで銀行
業に起こっている変化に関
する情報（知識）は、他の産
業が時代の変化に対応す
るうえで何かお役に立てる
かもしれない。
学歴・略歴
長田 健
（おさだ　たけし）
980年山梨県生まれ。2004
年一橋大学商学部卒業。
2009年一橋大学商学研
究科単位取得満期退学。
2011年商学博士（一橋大
学）。2008年日本学術振興
会特別研究員（DC２・PD）。
2010年一橋大学商学研究
科特任講師。2011年西武
文理大学（狭山市）サービス
経営学部専任講師。2015
年埼玉大学人文社会科学
研究科・経済学部准教授。
2022年4月より教授。この間、
オーストラリア国立大学ク
ロフォード経済政府研究所、
国際通貨基金（IMF）で客
員研究員を務める。専門分
野は銀行論、金融。

銀行の過去・現在・未来
大学院人文社会科学研究科　経済学研究領域

長　田　　健  准教授
　昨年のNHK大河ドラマ「青天を衝
け」で注目された埼玉が生んだ偉人、

渋沢栄一。彼の業績として最も知られているのが「銀行」
の設立である。そして、今年（2022年）は国立銀行条例が
交付された1872年から150年の記念すべき節目の年である。
　また、渋沢は再来年2024年発行予定の新一万円札の
肖像として採用される。聖徳太子（1958年発行開始）、福
沢諭吉（同1984年）に次ぐ3代目の一万円券の肖像である。
「ユキチ」が40年間も肖像であったことを考えると、「エイ
イチ」は2060年頃まで一万円の肖像であり続けるのかも
しれない。埼玉県にゆかりのある我々にとっては誇らしく
嬉しい限りである。
　前置きが長くなったが、私の主たる研究対象は「銀行」
である。それを中心に「貨幣」、「金融政策」、「金融行
政」について研究している。
　現在、世界中の「銀行」が変革の真っ只中にある。
Fintech、BigTechに代表されるデジタル技術の急速な進
展により、銀行の定義が変わりつつあり、銀行規制のあり
方、貨幣の定義、金融政策の波及メカニズム、金融システ
ムの安定などに影響を与えると考えられている。
　来たる「エイイチ」時代に銀行（金融）はどうなるのか、

そして政策はどう対処すべきなのか…それが私に課せ
られた壮大な研究課題である。この問いに答える為には、
過去・現在のデータを用いながら虚心坦懐に研究を積み
重ね、その中から未来へのヒントを見つけることであろう。
　その為には、多くの共同研究者も必要だ。経済学部の
大学院は都心にあり、多くの社会人大学院生（日本銀行
員をはじめとする様々な金融実務家）と共に学び研究を
している（写真は研究成果の1つ）。彼らの力も仰ぎなが
ら、この問いに挑戦している。
　私の母校は渋沢が設立に尽力した一橋大学、現在の
自宅は旧東京養育院の近
所、飛鳥山公園（旧渋沢
邸）にもよく子供達を連れ
て遊びに行く。そして勤
務先は埼玉大学。期せず
して渋沢と深い縁を感じ
る研究生活を送っ　てい
る。この縁を大切にして、
今年も埼玉の為、日本の
為、世界の為に研究に精
進したい。

高性能LSIの設計とその設計自動化
大学院理工学研究科　数理電子情報部門　電気電子システム領域

伊　藤 　和　人  教授
2021 年、半導体不足が言われ

ています。材料として半導体が不
足しているのではなく、半導体を材料とした大規
模集積回路（LSI）が品不足となっています。LSI は、
1mm 角から 10mm 角程度の半導体結晶片にナノス
ケールの回路素子（トランジスタ）を組合せたディ
ジタル回路を作りこんだものであり、素子数は規
模の大きなものでは 1 億個を超えるものもありま
す。演算、データ処理、記憶、制御など色々な機
能を持つ多種類の LSI が作られています。PC、ス
マホ、ゲーム機のほか、テレビ、エアコン、洗濯
機などの家電製品、自動車にも LSI が組み込まれ
ています。小型で低消費電力の LSI は、IoT（モノ
のインターネット）の実現にも不可欠です。半導
体不足がニュースになるくらいに LSI はなくては
ならないものとなっています。

マイクロプロセッサやメモリなどの汎用的な一
部の種類の LSI を除き、LSI を組み込む先の製品
種類ごと、すなわち用途ごとに専用の LSI を設
計することで無駄を省き、LSI の高性能、小型化、
低消費電力を極めます。LSI では多数の素子を活

用した並列処理によって処理性能を大幅に高める
ことができます。画像の特徴点を検出する例では、
一般的な PC（マイクロプロセッサ）では 1.5 秒か
かる処理が、図に示すように LSI を用いると並列
化により約 33 ミリ秒と 45 倍高速かつ 10% 以下の
消費電力で実行可能です。

LSI に実行させたい処理の特徴を見極め、高速
かつ低消費電力で LSI が実行できる処理方式を考
案し、LSI が最高性能を発揮する優れた設計を提
案しています。また、より早く所望の LSI を入手
するため、設計を自動
化します。処理中に含
まれる多数の演算の
並列性を考慮して実
行順序や割り当ての組
み合わせをコンピュー
タで探索し、価格、速
度、消費電力などが最
良の LSI を短時間で
自動設計する手法を開
発しています。

埼玉大学研究者との出会いの広場埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100︎
048‐641‐0924

シリーズ
第128回第128回

実時間SIFT特徴点
検出LSIの動作検証
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オンライン授業への取り組みから学んだこと
建設学科　土　居　　浩  教授

土居　浩（どい　ひろし）教授　博士（学術・総合研究大学院大学）2001年4月、ものつくり大学の開学時に講師として着任、のち
准教授を経て現職。専門は葬墓制研究。2020年度、東京都講演審議会霊園専門部会委員。2021年度、川口市安行霊園基本方針検討
委員会委員。（連絡先：doi@iot.ac.jp）

　新型コロナ感染症対策のため、可能
な限りオンライン授業への対応を余儀な
くされたここ2年間弱の経験は、まず準

備段階における教員の、そして実践段階における学生の、デジタ
ルスキルの問題点を再発見する機会となりました。現在におけるデ
ジタルスキルは、専門技能というよりもすでに一般教養のひとつで
すが、生まれながらにITに親しんでいるとされるデジタルネイティブ
の世代が、果たしてデジタルスキルを身につけているかは、かなり
疑問です。漠然と、若者たちはデジタル機器を問題なく使いこなす
だろう、との思い込みがありましたが、どうやら違うみたいです。
　基本的に連絡をSNSで済ませる最近の学生にとって、かつてそ
んなテクノロジーがあった、程度しか知らない電子メールで挨拶を
作文することは、中高年が想像する以上の苦労がある様子なの
です。全般的にスマホ操作は慣れているけれども、パソコンを使い
こなせる学生と、まったく触れたことすらない学生の、同世代でも二

極化しています。同世代のこのようなデジタルスキル格差は、オンラ
イン授業の準備段階で、ある程度予想できました。そもそも教員間
にも、デジタルスキル格差は明確にあるのです。この大問題を、私
の所属した部署では、特別な研修に取り組むよりも、教員相互で
学ぶコミュニティをオンラインで立ち上げ、対処しました。
　振り返ると、教員間で学ぶオンラインコミュニティでもっとも学び
が進んだのは、教える立場と教わる立場が明瞭に役割分担した
時よりも、こんな講義動画ができた、のように各自が学んだ成果を
相互に披露した時でした。よりよいモノ＝今回なら講義動画を如何
に創り出すか、そのために相互に学び合うコミュニティに、一時的
とはいえ実際に参加できた経験こそ、私にとって最大の学びでし
た。新年度から本格的に始動する新カリキュラムにおいても、この
学びのコミュニティを自覚的にクラスの中で生成することはできな
いか、と試行しながら準備をしているところです。 

佐久田　茂（さくた　しげる）教授・工学博士　東京大学工学部精密機械工学科卒業、同大学院精密機械工学専攻修士課程修了。
株式会社東芝を経て、2013年4月よりものつくり大学教授。精密機械システムが専門。技術士（機械部門）。
（連絡先：048-564-3848／sakuta@iot.ac.jp)

　昨今IoTやビッグデータ分析など統計
解析がもてはやされていますが、自身の統計学との接点は大学時
代の工場実習でした。柔道部の九州遠征からの帰り道という単純
な理由で岡山県のベアリング工場での実習を希望して赴くと、実
験計画法が待っていました。本当に暑い中、参考書片手に寮に泊
まり込んでゼロから三週間奮闘したのを良く覚えています。
　私が入社した1980年代後半は未だ平均値中心の議論があっ
て、全社的な統計解析・データサイエンスへの取組みが始まった
のは1990年代後半でした。その10年後に研究所の解析支援部
門に転籍したこともあり、データサイエンスには仕事を通じて必然
的により深く取り組むことになりました。
　大学に移ってからもデータサイエンスにはお世話になっています。
例えば、大学の気象観測機器から得られる気象データの統計解
析です。データサイエンスはIoTの中核を成す技術ですが、気象
データによる風力発電システム設置条件や機構の適正化などを
進めています。弊研究室の風力発電ユニットへの影響が大きいと
考えられる新しい気象データ指標（風向変化×（風速）̂ 2）を定義
して、この指標の大きい季節・時間帯はどこなのかを統計的に調

査すると共に、また風向変化のトレンドを分析して風力発電機構
の設計に活かせないかなどを検討中です。データサイエンスはIR

（Institutional Research）でも用いています。大学が持つデー
タを分析して、効率的な将来的施策を立案する取り組みです。
　現在、主に学生との卒業研究を通してデータサイエンスに関
わっているわけ
で す が 、今 後
の国際競争に
はデータサイエ
ンスは 必 須 で
す 。教 育 研 究
を通して少しで
も将 来 の エン
ジニアたちの
活躍の一助に
なれたら、と考
えています。

データサイエンスとの歩み
総合機械学科　佐久田　茂  教授

今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。
埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100︎

048‐641‐0924

「ものつくり大学」へようこそ「ものつくり大学」へようこそ
連 載
第109回第109回
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オ
ン
ラ
イ
ン
彩
の
国

ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

2
0
2
2
を
開
催
し
ま
す　
　
　

　

中
小
企
業
の
優
れ
た
技
術
・
製
品

が
集
結
す
る
「
彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア

リ
ー
ナ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
す
。

　

展
示
会
場
ペ
ー
ジ
で
は
、
出
展
企

業
の
製
品
・
技
術
を
、
動
画
等
で
紹

介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
企
業
と
、

チ
ャ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
通
話
機
能
を
使
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
技
術
動
向
や
経
営
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ

も
御
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
に
交
流
で
き
る
「
彩

の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
に
、
是

非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

·

日
時　
令
和
4
年
1
月
25
日
㈫
～

　

2
月
14
日
㈪

·

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
上

https

://bizm
atch.saitam

a-j.or.jp/

·
問
い
合
わ
せ
先

　

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

　

（
０
４
８
―
６
４
７
―
４
０
８
６
）

　

県
産
業
支
援
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
１
０
）

①「
彩
カ
フ
ェ in SAITAMA

」

　 

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

②
働
く
女
性
応
援
講
座

① 

活
躍
す
る
女
性
に
よ
る
講
演
・
セ
ミ

ナ
ー
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

· 

日
時　

令
和
４
年
2
月
28
日
㈪
13
時

30
分
～
16
時

· 

講
師　

日
本
空
港
テ
ク
ノ
㈱
環
境
マ

イ
ス
タ
ー　

新
津　

春
子　

氏

○
対
象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

○
定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

○
場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Zoom
）

· 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/sw

cc/hatarakujose/
saicafe.htm

l

② 

女
性
の
職
場
に
お
け
る
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
や
業
務
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の

講
座
を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
日
程
・
内
容

・ 

令
和
４
年
2
月
2
日
㈬
10
時
～
13
時

「
印
象
管
理
～
自
分
ら
し
い
演
出
」

・ 

令
和
４
年
2
月
10
日
㈭
13
時
～
17
時

「
女
性
活
躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

○ 

対
象　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
現

在
働
い
て
い
る
女
性

·
定
員　
30
人（
先
着
順
）

·
場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Zoom
）

· 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/sw

cc/hatarakujose/
koza03ouen.htm

l

·
問
い
合
わ
せ
先

　

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　

０
４
８
―
６
０
１
―
５
８
１
０

① 

人
事
担
当
者
向
け
男
性

育
休
取
得
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
ま
し
た

② 

夫
婦
向
け
「
パ
パ
の
育

休
取
得
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
ま
し
た

① 

企
業
の
男
性
従
業
員
の
円
滑
な
育
休

の
取
得
を
支
援
す
る
た
め
、
申
出
か

ら
取
得
、
復
帰
ま
で
企
業
が
準
備
す

べ
き
項
目
や
県
内
の
先
進
事
例
な
ど

を
記
載
し
た
人
事
担
当
者
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

② 

育
児
休
業
の
制
度
や
取
得
の
メ
リ
ッ

ト
、
夫
婦
で
話
し
合
う
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

①
②
と
も
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
w

om
enom

ics/hatarakikata/
dannseiikukyuu.htm

l

·

問
い
合
わ
せ
先

　

県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

新
入
社
員
教
育
、
各
種
資
格
試
験
対

策
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
さ
ら
な
る
技
能

向
上
な
ど
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

·
 

講
習
分
野　
機
械
加
工
、
溶
接
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル
、

業
務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習

が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

·
 

定
員　
3
人
以
上（
最
大
人
数
は
講

習
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

·
 

実
施
場
所　

県
立
高
等
技
術
専
門

校
・
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

 

企
業
等
へ
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

·
 

講
習
時
間
等　
1
講
習
当
た
り
12
～

30
時
間（
年
間
20
日
間
ま
で
）

　

 

企
業
の
要
望
に
応
じ
た
実
施
日
や
時

間
の
設
定
が
可
能
で
す
。　

·
 

受
講
料　
1
人
当
た
り
２
︐
０
０
０

円
～

　

 
講
習
時
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
負
担
で
す
。
ま

た
、
企
業
等
で
講
習
を
実
施
す
る
場

合
は
、
機
材
・
材
料
な
ど
を
御
用
意

い
た
だ
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
９
８
）

県
立
学
校
に
お
け
る

出
前
授
業
・
施
設
見
学
等
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

県
教
育
局
で
は
、
県
立
学
校
を
対
象

に
、
地
域
や
企
業
の
力
を
借
り
て
、
教

室
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
や

活
動
を
充
実
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
出

前
授
業
や
施
設
・
工
場
見
学
等
に
協
力

い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
等
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

御
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
等

か
ら
は
、
自
社
の
取
組
、
業
務
内
容
を

広
く
周
知
し
た
り
、
人
材
の
確
保
・
育

成
、
生
徒
達
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
た
商
品
開
発
に
役
立
つ
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
f2215/w

in-w
in/ekkyou-top.htm

l

○
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先 

　

県
生
涯
学
習
推
進
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
６
９
７
９
）

コバトン

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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第�

三　

新
し
い
時
間
外
労
働
の

制
限
に
つ
い
て
—
絶
対
的
制

限
時
間
制
へ

五　

時
間
外
・
休
日
労
働
が
適
法
と
さ

れ
る
２
つ
の
場
合

　

労
基
法
上
時
間
外
・
休
日
労
働
が
認

め
ら
れ
る
場
合
は
通
常
同
法
第
三
六
条

に
定
め
る
い
わ
ゆ
る
三
六
協
定
を
締
結

し
、
所
轄
労
基
署
長
に
届
け
出
た
場
合

で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

同
法
第
三
三
条
に
定
め
る
非
常
災
害
等

の
場
合
で
あ
る
。
同
条
は
、「
災
害
そ

の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に

よ
つ
て
、
臨
時
に
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
行
政
官
庁
の

許
可
を
受
け
て
、
そ
の
必
要
の
限
度
に

お
い
て
第
三
二
条
か
ら
前
条
ま
で
若
し

く
は
第
四
〇
条
の
労
働
時
間
を
延
長
し
、

又
は
、
第
三
五
条
の
休
日
に
労
働
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
態
急

迫
の
た
め
に
行
政
官
庁
の
許
可
を
受
け

る
暇
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
事
後

に
遅
滞
な
く
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
非
常
災

害
等
に
該
当
す
る
場
合
の
時
間
外
・
休

日
労
働
に
つ
い
て
は
三
六
協
定
に
よ
ら

ず
、
非
常
災
害
の
要
件
に
該
当
し
た
場

合
に
は
所
轄
労
基
署
長
の
許
可
又
は
事

後
の
届
出
と
い
う
手
続
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
該
当
す
る
事

由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ

れ
て
い
る
。「
本
条
が
三
六
条
と
は
別

に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
災

害
』
と
は
、
事
業
場
に
お
い
て
通
常
発

生
す
る
事
故
は
含
ま
れ
ず
天
災
地
変

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
、
ま

た
、『
そ
の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
由
』
と
は
、
業
務
運
営
上
通
常
予

想
し
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
を
い
う

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
そ
の
事
由
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め

必
要
な
時
間
外
労
働
又
は
休
日
労
働
の

協
定
を
結
ん
で
お
く
こ
と
や
要
員
の
配

置
等
に
よ
っ
て
所
定
の
労
働
時
間
内
で

処
理
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
よ
う
な
場
合
を
い
う
も
の
と
解
さ

れ
る
。」（「
労
基
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

二
二
年
版
」
四
五
〇
頁
）。

　

な
お
、
最
新
通
達
に
よ
れ
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
人
命
や
公
益
の
観
点
か
ら

緊
急
に
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
次
の

よ
う
な
場
合
も
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
患
者
を
治
療
す
る
場
合
、
手

厚
い
看
護
が
必
要
と
な
る
高
齢
者
等
の

入
居
す
る
施
設
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
う
場
合
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
・
蔓

延
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
マ
ス
ク
や
消

毒
液
、
医
療
機
器
等
を
緊
急
に
増
産
又

は
製
造
す
る
場
合
等
が
対
象
に
な
り
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
法
第
三
三
条
第
一

項
の
運
用
に
お
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
、

人
命
・
公
益
を
保
護
す
る
た
め
に
臨
時

の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
該

当
し
得
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

状
況
に
応
じ
た
迅
速
な
運
用
を
図
る
こ

と
。

　

な
お
、
労
働
基
準
法
第
三
三
条
第
一

項
に
基
づ
く
時
間
外
・
休
日
労
働
は
、

あ
く
ま
で
必
要
な
限
度
の
範
囲
内
に
限

り
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
や
む
を

得
ず
月
に
八
〇
時
間
を
超
え
る
時
間

外
・
休
日
労
働
を
行
わ
せ
た
こ
と
に
よ

り
疲
労
の
蓄
積
の
認
め
ら
れ
る
労
働
者

に
対
し
て
は
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

等
を
実
施
し
、
適
切
な
事
後
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。」（
令
和
二
・

三
・
一
七
発
基
〇
三
一
七
第
一
七
号
）と

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
三
六
協
定

が
な
く
て
も
、
又
三
六
協
定
の
制
限
時

間
を
超
え
る
時
間
外
・
休
日
労
働
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

は
、
事
業
運
営
上
の
緊
急
、
重
要
な
必

要
性
と
労
働
者
の
健
康
保
持
及
び
福
祉

の
観
点
か
ら
一
定
の
場
合
に
限
っ
て
こ

れ
を
認
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

　
　
見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

︱
第
一
二
八
回
︱

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑻

弁
護
士　

安　

西　
　

中
小
企
業
と
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト（
以
下
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」）と
は
、
職
場

に
お
い
て
行
わ
れ
る
①「
優
越
的
な
関
係

を
背
景
と
し
た
言
動
」
で
あ
っ
て
、②「
業

務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た

も
の
」
に
よ
り
、
③「
労
働
者
の
就
業
環

境
が
害
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
①
か

ら
③
ま
で
の
三
つ
の
要
素
を
全
て
満
た

す
も
の
を
い
う
。
そ
し
て
、
改
正
労
働

施
策
総
合
推
進
法
で
定
め
ら
れ
た
事
業

主
が
講
ず
べ
き
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
が
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
従
来
の
努
力
義

務
か
ら
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
よ
り
義

務
化
さ
れ
る
。　

実
は
、
中
小
企
業
に

お
い
て
は
、
社
長
等
経

営
者
自
身
が
パ
ワ
ハ
ラ

の
行
為
者（
加
害
者
）に

な
る
こ
と
も
多
い
。
と

い
う
の
は
こ
の
判
断

に
当
た
っ
て
は
現
在
の

「
平
均
的
労
働
者
の
感

じ
方
」
に
よ
る
か
ら
そ
の
感
じ
方
の
違

い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
法

上「
事
業
主（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）は
、
自
ら

も
、
優
越
的
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、
労
働
者
に
対
す
る
言

動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
同
法
三
〇
条

の
三
第
三
項
）と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

講
ず
べ
き
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置

　

事
業
主
が
講
ず
べ
き
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
た
め
の
「
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
」

（
同
法
三
〇
条
の
二
第
一
項
）と
は
、「
指

針
」
で
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

①�

事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ

の
周
知
・
啓
発

・�

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
内
容
・

パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨

の
方
針
を
明
確
化
し
、
労
働
者
に
周

知
・
啓
発
す
る
こ
と

・�

行
為
者
に
つ
い
て
、
厳
正
に
対
処
す

る
旨
の
方
針
・
対
処
の
内
容
を
就
業

規
則
等
の
文
書
に
規
定
し
、
労
働
者

に
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

②�

相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

・�

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
労

働
者
に
周
知
す
る
こ
と

・�

相
談
窓
口
担
当
者
が
、
相
談
内
容
や

状
況
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と

③�

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
係
る
事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応

・�
事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認

す
る
こ
と

・�

速
や
か
に
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の

た
め
の
措
置
を
適
正
に
行
う
こ
と

・�

事
実
関
係
の
確
認
後
、
行
為
者
に
対

す
る
措
置
を
適
正
に
行
う
こ
と

・�

再
発
防
止
に
向
け
た
措
置
を
講
ず
る

こ
と

④
そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置

・�

相
談
者
・
行
為
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
そ
の
旨
労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と

（
性
的
指
向
・
性
自
認
や
病
歴
・
不
妊

治
療
の
機
微
な
個
人
情
報
も
含
む
）

・�

相
談
し
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、

解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱
い
を
さ

れ
な
い
旨
を
定
め
、
労
働
者
に
周
知
・

啓
発
す
る
こ
と

　

こ
の
防
止
措
置
は
、
義
務
化
さ
れ
た

と
い
っ
て
も
行
政
上
の
措
置
で
、
勧
告
、

公
表
等
の
対
象
と
な
る
が
、
罰
則
を
受

け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

従
業
員
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
の
訴
え
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
に
は
、
防
止
措
置
を
定
め

そ
れ
に
従
い
適
正
な
対
応
を
し
て
い
な

け
れ
ば
、
職
場
環
境
配
慮
義
務
違
反

（
民
四
一
五
条
）や
、
使
用
者
責
任（
民
法

七
一
五
条
）を
問
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
事
業
主
は
指
針
に
沿
っ
た
雇

用
管
理
の
対
応
を
し
て
い
れ
ば
使
用
者
は

責
任
を
免
れ
る
と
の
抗
弁
が
で
き
る
。

四
月
か
ら
中
小
企
業
の
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
措
置
の
義
務
化
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こ
の
労
基
法
上
の
二
つ
の
時
間
外
・

休
日
労
働
は
、
図
表
３
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
時
間
外
・
休

日
労
働
が
可
能
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
、
そ
の
要
件
、
手
続
等
を
両
手
続

に
つ
い
て
対
比
し
て
図
示
す
れ
ば
図
表

４
の
と
お
り
で
あ
る
。

六　

三
六
協
定
に
よ
り
協
定
す
べ
き
事

項
は

（
一
）�　
通
常（
一
般
）協
定
と
特
別
条
項

協
定

　

三
六
協
定
の
締
結
単
位
は
、
原
則
と

し
て
労
基
法
の
適
用
事
業
場
で
あ
り
、

各
適
用
事
業
場
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
締
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
有

効
要
件
と
し
て
は
、
当
該
協
定
を
し
て

所
轄
労
基
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
協
定
す
べ
き
時
間
の
限
度

は
、
図
表
５
の
と
お
り
①
通
常（
一
般
）

の
三
六
協
定
の
場
合
と
、
そ
れ
に
加
え

て
、
②
特
別
条
項
協
定（
臨
時
的
業
務

量
の
大
幅
増
加
時
）を
行
う
場
合
の
二

つ
の
協
定
が
あ
る
。

（
二
）�　
通
常（
一
般
）の
三
六
協
定
の
協

定
事
項

　

通
常（
一
般
）の
三
六
協
定
の
協
定
事

項
は
、
法
三
六
条
二
項
に
お
い
て
次
の

①
か
ら
⑤
ま
で
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
協
定
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

は
、
図
表
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の

協
定
事
項
に
つ
い
て
は

①�　
労
働
時
間
を
延
長
し
、
又
は
休
日

に
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
る
労
働
者
の
範
囲（
法
三
六

条
二
項
一
号
関
係
）

　

�　
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
の
対
象

と
な
る
「
業
務
の
種
類
」
及
び
「
労

働
者
数
」
を
協
定
す
る
。

②�　
対
象
期
間（
同
二
号
関

係
）

　

�

時
間
外
・
休
日
労
働
協
定

に
よ
り
労
働
時
間
を
延
長

し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

を
い
い
、
時
間
外
・
休
日

労
働
協
定
に
お
い
て
も
一

年
間
の
上
限
に
限
る
も
の

と
さ
れ
、
適
用
す
る
期
間

を
限
定
さ
れ
て
い
る
。

③�　
労
働
時
間
を
延
長
し
、

又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
場
合（
同
第

三
号
関
係
）

　

�　
時
間
外
労
働
又
は
休
日

労
働
を
さ
せ
る
必
要
の
あ

る
具
体
的
事
由
、
例
え
ば

「
納
期
の
切
迫
に
よ
り
時

間
外
労
働
が
必
要
な
場
合
」

と
い
っ
た
具
体
的
な
事
由

に
つ
い
て
協
定
す
る
。

④�　
対
象
期
間
に
お
け
る
一
日
、

一
ヵ
月
及
び
一
年
の
そ
れ
ぞ

れ
の
期
間
に
つ
い
て
労
働
時

間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
時
間
又
は
労

働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
休

日
の
日
数

　

（
同
四
号
関
係
）

　

�　
こ
の
場
合
の
協
定
時
間

に
つ
い
て
の
限
度
は
、
一

ヵ
月
に
つ
い
て
四
五
時

間
及
び
一
年
に
つ
い
て

三
六
〇
時
間（
対
象
期
間
が

三
ヵ
月
を
超
え
る
一
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
の

場
合
は
一
ヵ
月
に
つ
い
て

四
二
時
間
及
び
一
年
に
つ

い
て
三
二
〇
時
間
）の
原
則

的
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い

図表3　法定時間外・休日労働が認められる2つの場合図表４　時間外・休日労働の労基法上の適法条件

図表5　2つの三六協定と限度時間
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ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
上
限
が

法
定
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、「
一

日
」、「
一
ヵ
月
」
及
び
「
一
年
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
つ
い
て
労
働
時

間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
時
間
又
は
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
休
日
の
日
数
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤�　
労
働
時
間
の
延
長
及
び
休
日
の
労

働
を
適
正
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項（
同
五
号
及
び
則
一
七

条
一
項
関
係
）

　

こ
の
協
定
の
必
要
事
項
と
し
て
は
、

次
の
三
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ア�

、
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
の
有
効

期
間
の
定
め（
同
条
一
号
関
係
）

　

�　
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定（
労
働

協
約
に
よ
る
場
合
を
除
く
。）に
お
い

て
、
当
該
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定

の
有
効
期
間
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
労
働
協
約

の
場
合
に
は
、
三
年
の
制
限
が
あ
る

が
、
労
基
法
上
は
特
に
限
度
は
定
め

ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
に
は
有
効
期

間
と
し
て
一
年
間
と
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

イ�

、
一
年
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
延
長

し
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時

間
の
起
算
日（
同
二
号
関
係
）

　

�　
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
に
お
い

て
定
め
た
一
年
に
つ
い
て
労
働
時
間

を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
時
間
を
適
用
す
る
期
間
の
起
算

日
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ウ�
、
第
三
六
条
の
絶
対
的
時
間
外
制
限

時
間
の
要
件
を
満
た
す
こ
と（
同
三

号
関
係
）

　

�　
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
時
間
外
・
休
日

労
働
を
行
わ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
法
三
六
条
六
項
二
号（
一
ヵ
月

に
つ
き
休
日
労
働
の
時
間
も
含
め
て

一
〇
〇
時
間
未
満
）及
び
三
号（
一
カ

月
ご
と
に
区
分
し
た
直
前
六
ヵ
月
の

各
期
間
の
休
日
の
労
働
時
間
を
含
め

た
一
ヵ
月
当
た
り
の
時
間
外
労
働
時

間
が
平
均
八
〇
時
間
を
超
え
な
い
こ

と
）と
す
る
絶
対
的
な
制
限
時
間
を

超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
時
間
外
・
休
日
労

働
協
定
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
定
を

遵
守
す
る
こ
と
を
協
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
三
）�　
特
別
条
項
の
三
六
協
定
の
協
定

事
項
は

　

特
別
条
項
の
三
六
協
定
と
は
、
法

三
六
条
五
項
に
定
め
る
も
の
で
、
通
常

の
三
六
協
定
の
ほ
か
「
当
該
事
業
場
に

お
け
る
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
業
務
量
の
大
幅
な
増
加
等
に
伴
い
臨

時
的
に
第
三
項
の
限
度
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
一
ヵ
月
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
延

長
し
て
労
働
さ
せ
、
及
び
休
日
に
お
い

て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間

（
第
二
項
第
四
号
に
関
し
て
協
定
し
た

時
間
を
含
め
一
〇
〇
時
間
未
満
の
範
囲

内
に
限
る
）並
び
に
一
年
に
つ
い
て
労

働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
時
間（
同
号
に
関
し
て
協
定

し
た
時
間
を
含
め
七
二
〇
時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
限
る
。）を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
協
定
に
よ

る
「
対
象
期
間
に
お
い
て
労
働
時
間
を

延
長
し
て
労
働
さ
せ
る
時
間
が
一
ヵ
月

に
つ
い
て
四
五
時
間
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
る
月
数（
一
年
に
つ
い
て
六
ヵ
月

以
内
に
限
る
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
加
え
て
次
の
四
項
目
の
協

定
が
必
要
で
あ
る
。（
こ
の
特
別
条
項

協
定
事
項
に
つ
い
て
は
図
表
７
参
照
）。

図表6　三六協定すべき事項及び届出事項（通常協定）

通常の時間外
労働協定
（様式９号）

①�時間外労働させる必要のある具体的
事由
②業務の種類
③労働者の数（満１８歳以上の者）
④延長することができる労働時間数
　ⓐ１日
　ⓑ１ヵ月
　ⓒ１年（起算日）
⑤�有効期限（労働協約による場合は不
要）

休日労働協定
（様式９号）

①�休日労働させる必要のある具体的事
由
②業務の種類
③労働者の数（満１８歳以上の者）
④�労働させることができる法定休日の
日数
⑤�労働させることができる法定休日に
おける始業及び終業の時刻
  （協定の要件ではなく、届出書への記載）

成成立立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換
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出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
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サポートしています。

無 料
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あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。
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この印刷物は再生紙を使用しています

告

知

版

★
令
和
三
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

�一
一
月
二
五
日
㈭
～
三
月
三
一
日
㈭

開
催　

�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

内
容　

�

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す

る
脅
威
と
企
業
が
と
る
べ
き
事
例

別
対
応
策
に
つ
い
て

講
師　

�

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所　

増
島

雅
和
弁
護
士
／
蔦　
大
輔
弁
護
士

★�

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の

た
め
の
対
策
講
座

日
時　

�

一
月
一
一
日
㈫
・
一
二
日
㈬
、

　
　
　

二
月
二
四
日
㈭
・
二
五
日
㈮

会
場　

�

Ｊ
Ａ
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容　

�

合
格
率
八
九
．
四
％
を
誇
り
試
験
・

合
格
請
負
人
と
し
て
有
名
な
㈱
ウ

ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
の
共
同
開
催

講
師　

�

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講

師　

松
本
陽
子
氏

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時　

一
月
二
一
日
㈮
、
二
月
一
六
日
㈬

会
場　
Ｊ
Ａ
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容　

�

安
全
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
所
の
ご
担
当
者
様

へ
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
㈱
ウ
ェ

ル
ネ
ッ
ト
と
の
共
同
開
催

講
師　

�

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講

師　

平
山
教
生
氏
・
中
村
文
彦
氏
・

松
本
陽
子
氏

★
令
和
三
年
度
第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

�

令
和
四
年
一
月
二
七
日
㈭
一
五
時

〇
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

�

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容　

�

Ｄ
Ｘ
時
代
の
人
材
戦
略
～
成
長
へ

の
第
一
歩
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
へ
踏

み
出
そ
う
～

講
師　

�

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
人
事

研
究
セ
ン
タ
ー
長　

石
原
直
子
氏

★
令
和
三
年
度
第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

�
令
和
四
年
二
月
二
二
日
㈫
一
四
時

〇
〇
分
～
一
六
時
〇
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容　

�

な
ぜ
、
そ
れ
で
も
会
社
は
変
わ
れ

な
い
の
か
～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と（
仮
）

講
師　

�

株
式
会
社
ス
コ
ラ
・
コ
ン
サ
ル
ト

プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
代
表　

柴
田

昌
治
氏
・
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー　

山
科
雅
弘
氏

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ン

　

�

取
締
役
社
長　

井
沢　

隆

　

�

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
仲
町
一
―
五
四
―
三　

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
Ⅲ
８
Ｆ

　

電
話
〇
四
八
―
六
四
〇
―
四
三
〇
〇

　

（
資
）七
千
八
百
六
十
万
円

　

（
従
）七
九
名

　

�

教
育
・
介
護
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
飲
食
・

不
動
産

〈
代
表
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人

①�　
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
場
合（
則
一
七
条
一

項
四
号
関
係
）

　

�
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
に
特
別
条

項
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
限
度

時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
具
体
的
事
由
に
つ
い
て
協
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

②�　
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る

労
働
者
に
対
す
る
健
康
及
び
福
祉
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置（
同
五
号
関

係
）

　

�　
規
則
八
条
に
定
め
る
九
項
目
の
健

康
福
祉
確
保
措
置
の
中
か
ら
協
定
す

る
。
何
項
目
を
協
定
す
る
か
は
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
モ
デ
ル
例
で
は
三

項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

③�　
限
度
時
間
を
超
え
た
労
働
に
係
る

割
増
賃
金
の
率（
同
六
号
関
係
）

　

�

時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
に
特
別
条

項
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
限

度
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
係

る
割
増
賃
金
率
を
一
ヵ
月
及
び
一
年

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

�　
な
お
、
限
度
時
間
を
超
え
る
時
間

外
労
働
に
係
る
割
増
賃
金
率
に
つ
い

て
は
、
労
働
基
準
法
第
八
九
条
の

第
二
号
の
「
賃
金
の
決
定
、
計
算
及

び
支
払
い
の
方
法
」
と
し
て
就
業
規

則
に
も
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

な
お
、
こ
の
率
は
特
別
に
加
算
し
な

く
て
も
法
定
ど
お
り
で
よ
い
こ
と
。

④�　
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る

場
合
に
お
け
る
手
続（
同
第
七
号
関

係
）

〔図表7　特別条項の三六協定の協定すべき事項及び届出事項〕

特別条項協定
（様式９号の２）

①�臨時的に限度時間を超えて労働させる場合の事由
②業務の種類
③労働者の数（満１８歳以上の者）
④延長することができる労働時間数
　ⓐ１日
　ⓑ１ヵ月
　ⓒ限度時間を超える回数（年６ヵ月以内）
　ⓓ�限度時間を超えた労働に対する割増賃金率
　ⓔ�１年について延長することができる時間数
　　（１年７２０時間以内）
⑤限度時間を超えて労働させる場合の手続
⑥�限度時間を超えて労働させる労働者に対する健
康・福祉を確保するための措置

⑦特別協定に基づき延長する場合の手続

絶対的時間外
制限

（各協定）

①�時間外及び休日労働を合算した時間数は１ヵ月
１００時間未満であること
②�前２ヵ月から６ヵ月までを各期間平均して時間外及
び休日労働を合算して１ヵ月当たり８０時間を超過
しないこと

（
四
）�　
特
別
条
項
協
定
に
よ
る
限
度
基

準
時
間
を
超
え
る
延
長
と
は

　

今
回
の
働
き
方
改
革
整
備
法
で
労
基

法
三
六
条
を
改
正
し
て
、
従
来
三
六

協
定
を
締
結
し
届
出
れ
ば
、
延
長
時

間
に
限
度
が
な
か
っ
た
制
度（
い
わ
ゆ

る
青
天
井
）を
改
め
、
一
ヵ
月
四
五
時

間
、
一
年
三
六
〇
時
間（
三
ヵ
月
超
の

一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
は
一
ヵ

月
四
二
〇
時
間
）と
い
う
限
度
時
間
を

設
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
に
お

い
て
は
や
む
を
得
な
い
一
時
的
臨
時
的

な
繁
忙
期
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
当

該
事
業
場
に
お
け
る
通
常
予
見
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
業
務
量
の
大
幅
な
増
加

等
に
伴
い
臨
時
的
に
第
三
項
の
限
度
時

間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
一
ヵ
月
に
つ
い
て
労

働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、
及
び

休
日
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
時
間（
第
二
項
第
四
号
に
関
し
て

協
定
し
た
時
間
を
含
め
一
〇
〇
時
間
未

満
の
範
囲
内
に
限
る
。）並
び
に
一
年
に

つ
い
て
労
働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間（
同
号
に
関

し
て
協
定
し
た
時
間
を
含
め
七
二
〇
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
限
る
。）を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
法
三
六
条
五

項
）と
定
め
た
。

　

こ
の
限
度
基
準
を
超
え
る
協
定
を

「
特
別
条
項
付
協
定
」
と
い
う
。
そ
し

て
、
こ
の
場
合
に
は
限
度
基
準
を
超

え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
月

数
は
一
年
に
つ
い
て
六
ヵ
月
以
内
と

し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
。
こ
の
場
合
に
四
五
時
間
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
る
月
数
と
は
各
特
定
の

労
働
者
に
つ
い
て
の
回
数
を
い
う
と

解
さ
れ
る（
平
一
五
・
一
〇
・
二
二
基
発

一
〇
二
二
〇
〇
三
号
）。
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